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コロナ陽性後に続いていた味覚障害・食欲不振が 

細胞活性ティッシュソルトによって、速やかに大きく改善 
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【要約】 

コロナ陽性との診断後に、サポートチンクチャーをとり、2日後には平熱に戻ったのだが、その後 

続いていた味覚障害・食欲不振が、細胞活性ティッシュソルトによって、速やかに大きく改善したケース。 

 

 

【主訴】 

10代 男子中学生 （甥のケースです） 

味覚障害・食欲不振 

 

【経緯】 

コロナ陽性と診断後、サポートチンクチャーをとり、2日後には平熱に戻るが、 

その後、味覚が一切しなくなり、何を食べても美味しく感じられず食欲不振に。 

 

 

【経過】 

◆2023年9月25日 

朝起きて発熱していたため、学校を休んで病院へ。検査の結果、コロナ陽性。 

 

帰宅後から『サポートφチンクチャーCoron』をとる。2日後には平熱に。 

だがその後から何を食べても味が一切しなくなり、それに伴い食欲不振に。 

 

 

◆2023年10月3日（平熱に戻ってから7日後） 

数日経てば味覚が戻ると思っていたのだが、なかなか戻らないために 

上記内容のヘルプのメッセージが、家族（弟）より夜遅くに届いた。 

 

 

◆2023年10月4日（平熱に戻ってから8日後） 

『バイタルキット』の中の細胞活性ティッシュソルト『Zinc-m.』を届ける。 

 

まずは口内へ1粒。溶けてからもう1粒リピート。 

その後はペットボトルのお水の中に入れ、『水ポーテンシー』でとるように伝え、 

翌日以降は、朝に口内へ1粒。その後は『水ポーテンシー』でとるように伝える。 

 

 

◆2023年10月6日（『Zinc-m.』をとって2日後） 

味覚が戻り、食事が美味しく感じられるようになったことから、食欲不振は大きく改善。 
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【選択・根拠】  

◆サポートφチンクチャーCoron 

発売されてすぐのタイミングで購入。家族全員で『水ポーテンシー』にして、しばらくとっていた。 

 

コロナワクチンについては、未接種。 （他のワクチンも全て未接種。） 

一瓶飲みきっておらず残っていたので、陽性との診断後、『水ポーテンシー』でとった。 

 

注： 『サポートφチンクチャーCoron』は販売を終了し、 

   2024年10月現在『サポートφチンクチャーMeneki-S-G』に統合されています。 

 

 

◆Zinc-m.（ジンカムミュア・塩化亜鉛） 

熱は2日後に下がったが、味覚がなかなか戻らず、食欲もない日が続いているとのヘルプメッセージ。 

 

味覚障害には亜鉛（！！）ということで、 

『バイタルキット』の中に入っている細胞活性ティッシュソルト『Zinc-m.』をとるように伝えた。 

 

 

【結果】 

コロナ対策用の『サポートφチンクチャーCoron』をとると、2日後には平熱に戻った。 

平熱になってから、数日経てばよくなると思っていた味覚障害・食欲不振が、一週間も続いていたが、 

『Zinc-m.』をとって、2日後には味覚が戻り、美味しく感じられるようになり、食欲も元に戻った。 

 

 

【考察】 

発売されてすぐのタイミングで『サポートφチンクチャーCoron』をとっていたことや 

ワクチンを未接種だったことから、自己治癒力が速やかに発動し、平熱に戻ったのではと考察する。 

 

 

下記文献に『亜鉛不足の初期症状として、味覚障害と食欲不振があります。』との記載あり。 

 

亜鉛が不足したことで起こっていたと思われる味覚障害、それに伴い起きていた食欲不振だったが、 

『バイタルキット』の中の細胞活性ティッシュソルト『Zinc-m.』をとり、速やかに味覚が戻り、食欲も戻った。 

 

亜鉛を『レメディー』のかたちでとることにより、自らの力でバランスをとり奏功したと考察する。 

 

 

『微量元素は、微量で生体をコントロールしているから微量元素なのであって、微量元素がよいからと言って 

 アメリカ式に、健康食品や錠剤という形で大量に摂取しては、生体機能を混乱させてしまいます。 

 いくら微量元素がよいからと言って、なにか一つにこだわり、とり過ぎたら毒になってしまいます。』 

 

『レメディーというものは情報であり、バランスが崩れていることへの氣づきを与えるものです。 

 そして自然治癒力が、本来のバランスをとろうとします。 

 あるものが不足していれば、その吸収を高め、あるものが多すぎれば、その排出を促す、そのように働きます。 

 その結果として生体が活性化し、新陳代謝がよくなったりするわけです。』下記文献より。 

 

 

味覚障害・食欲不振でお悩みのかたに、速やかに改善したこのケースが一助になりましたら幸いです。 

 

 

参考文献： 『バイタル・エレメント 24ティッシュソルト ＋ 12微量元素』 由井寅子先生：著 


